
家きんの所有者の皆様へ

今シーズン、国内では、高病原性鳥インフルエンザの
発生が相次いで確認されています。

本病の発生リスクが極めて高い状況が継続しますので、
厳重に警戒し、以下の取組みを徹底してください。

高病原性鳥インフルエンザを疑う症状

死亡羽数の増加 沈うつ・産卵率低下 鶏冠のチアノーゼ

※ 個体のみならず群として異状の有無を確認してください。
※ 特定の場所で固まって死亡していないか確認してください。

● 人・車両・資材の消毒、野生動物の侵入防止対策等、
日頃の飼養衛生管理を徹底し、継続すること。

● 飼養衛生管理については、毎月、自己点検を実施し、
不備がある場合は改善すること。

● 日頃の健康観察を徹底し、飼養する家きんにおいて、
高病原性鳥インフルエンザを疑う症状を確認した場合、
速やかに最寄りの家畜保健衛生所に連絡すること。

高病原性鳥インフルエンザに厳重警戒!!
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